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下津丼電鉄創立100周年記念
F備州軽便阿房列車～下津丼電鉄編～」

■6月に入り連日の雨模様。雨が降れば出掛けてな<て済むと

ζβ含ょ<解釈し、家で大人しくしていたが、もともとじつとし

ているのも苦手で、出掛けてみようと思いたった。雨はもうイ

ヤである。久しぷり|こ太陽を見てみたい。そう思い、0青れの国

こ出掛ける事にした。もちろん岡出駅では降りず、わき国もふ

らずに乗換えを済まし宇野線の茶屋8]で下車をした。厭きたと

ノ`えばヽ大きな機関車に揺られるのも少し厭きがきたので、今

回|よ小さな汽車の旅がいいだろうとヒマラヤ出系氏が段取りを

してくれた。茶屋町でおりると隣のホームになんとt,可愛らし

ノヽ小さな赤子のような電車が留っていた。 Fおい、LLI系君。あ

の電車|こ乗るのか」「はい。そうですよ。あの電車で下津丼ヘ

|]きます」そう言われ、暖簾を<ぐるように少し前かがみにな
りながら車内に乗り込むと、ジリリリ・・

。という発車ベリしが

鳴り終わると動き始めた。

■コト爵卜とよく,:瑶れる小さな電車は、まるで揺りかごのよう

である。ウトウトと意識が薄れいこうとした時、曲系君に起こ

された。どうやら旨いものがあるらしいと降りた駅は、茶屋師

ひら2つ国の藤戸という駅であつた。源平含戦の史跡でもある

■の地名は私も知っていたが、ここで好物の大手鰻頭にも似た

藤戸餞頭を頂いた。旨<また懐かしい味であった。藤戸倉曼頭

の敷布団に大手餞頭の掛け布団の中で大の字になつて寝転ぶ

夢を見ていた私を乗せた赤子電車は、瑞々しい田んぼと緑の

濃くなつてきた11」の間を太陽の方へ太陽の応へと進んでいつ

た。沿線には沙羅の花で有名な藤戸寺。対岸にある金比羅宮

と両参りで有名な蓮台寺。そして温泉旅館のある曲加 |」」など

の観光地が点在する。やがて小さな河日に掛かる下稗囲川鉄

橋を渡ると街申の駅に到着した。児鳥の駅である。この駅で

|ま小さなこの電車にも降りる人と乗る人がごった返し、まる

で、お子様省線電車という雰囲気である。

日車内が落ち着き始めた頃、赤子電車は再びまた頼りな <も

懸命に動き出した。路地裏を縫うようにいくつかの駅を停車

しながら走ってしヽくと、キーキーと金属音を響き立たせなが

ら、右方向へ大きな弧を描いてカーブしたとも|こ、車輔と線

路が擦れたであろう焦げ臭い匂いが潮の匂いへと変つた。

「海ですよ。海 |」 Ш系君が立ち上がり懸術に叫んでいる子

供のような姿と、頭を草内の天丼にぶつけそうになつたやは

り大人である姿が滑稽で、おもわず大笑いをした。瀬戸内海

のキラキラした海面を眺めながら、コトコトと揺れながら鷲

羽山の申腹を進み、沿線隋一の景勝地、鷲羽Ш駅 |こ停中。こ

の駅を過ぎるとつ度はやや下り坂を駆け抜 |するよう|こ進み、

こけはしまいかと心配しているうちに東下澪丼、下津丼と小

さな港田]の終着駅 |こ到着した。茶屋8:Iか ら下津丼まで24キ ロ。

やはり疲れたのであろうか。3民るように赤子電車は駅構内の

薫庫に入っていつた。

■下津丼電鉄は昨年 8月 |こ創立 100周年を迎えました。社
者には電鉄とありますが、鉄遵路線は現存していません。廃

止の原因は乗客の)i哉少でした。瀬戸大橋開通時には展望電車

「メリーーベル号」や「落書き電車」などを走らせ、観光鉄道

への転身を試みましたがわず
｀
かその 2年後には廃止となりま

した。下電児島駅と JR児島駅が離れていた事も廃上を早め
た要因にあると思います。もしこの間をLRTのような形で、JR

駅前まで乗り入れていたら・・・。瀬戸内国際芸術際で瀬戸

内海の島々が舞台となる中、下津丼から本島、六□島、与島

など |こ船でアクセスという交通体系が確立していれば、世界

に誇れるアー ト電車として活躍していたかもしれません。だ

からこそ3ある公共交通網を継続していく事と更に利便性を
高めていく事が大切ではないでしょうか。

(安藤 亮 )
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特集

循環バスで児島下津丼めぐり

倉敷市児島地区で路線バスを運行する下津丼電鉄、地元

で |ま “下電バス"と呼ばれています。名前の通り瀬戸大橋
が開通するころまでは鉄道運行をしていました。今回は 200

5年 5月 |こ発行したかわら版第 9号の内容を加筆修正して、
児島の魅力を紹介します。

下電バスが自主運行するコミュニティバス「下津丼循環

とこはい詈」はJR児島駅を起点に、鷲羽出ハイランド・
下津丼港・田之浦・驚羽山展望台・大畠・児島中央病院・

児霊市民病院など、観光地や公共施設などを巡る¬周約 5

0分の路線です。沿線には遊園地 。ホテルなどの他、「下
津丼漁港前」停留所近 <にはむかしの下津丼の様子を再現
した「むかし下津丼廻船問屋」や「荻野美術館」など見所

も多いです。「下津丼港」停留所からほど近い、 |□下津丼

駅には現在でも下津丼電鉄の鉄道車両が保存されており、

下津丼みなと電車保存会の手により補修工事がされており

ます。この「とこはい号」|まただバスに乗つているだけで

も非常に眺めの良い路線で、「下津丼港前」から「長浜 ;

」|こかけては海岸線沿いに走ってい <ので、瀬戸内海の
多島美や瀬戸大橋の絶景を楽しむことができます。

運行開始当初は以前「うじょう<ん 3」 として走つてい
たレトロ調バスでしたが、現在では自転車が 2台搭載可能
な「自転車ラックバス」が専属で運行されています。これ

は線路跡を利用した自転車道 “風の道''の整備が下津丼ま

で完了し、自転車で下津丼まで来た人が「帰りはバスに乗

れないか」という要望 |こ応えたものです。とこはい号の運

賃は JR児島駅～鷲羽山ハイラン ドまで 200円 、下津丼
港・鷲羽山展望台まで 250円 、児島中央病院・児島市民
病院まで 160円、自転車を搭載する場合は別途 100円
が必要です。

11:30

12:30

ダ鶴与立漱,iじ ・下津丼港・鷲羽山展望台を巡りながら、
海に沈む夕日を車窓から楽しむことができます。運賃は大

人 。子供とも500円、所要時間は約 2時間です。
児島は昔から繊維の街として知られ、学生服や作業着な

ど数多くの繊維業の会社や工場があります。なかでもジー

ンズは全国的|こ有名で、児島地区に 6つの工場があります。

これらの工場や児島の塩田王「野崎武左衛門」の1日家を巡

るバスが「ジーンズバス」で、車内はジーンズ生地で出来

たシートカバーー。車体の側面もジーーンズ柄です。工場見学

などを楽しみながら児島の街を巡ることが出来ます。
「児島循環線ふれあい号」は1曰市街地を巡る 1周約50
分の路線で、沿線住民の足として利用されています。

児需と坂出を瀬戸大橋経由で連絡する「瀬戸大橋線」は、

櫃石島・岩黒島・与島の住民に利用されているほか、鉤り

客の利用もあるようです。と<に橿石島では島内の道路ヘ
下りて行きます。島の中から瀬戸大橋を見上げることので

きる場所のひとつです。与島では琴参バスに乗換えて坂出

駅まで向かうことが出来ます。なお琴参バスの与島側起点

は島の東側にある浦城で、塩飽水軍資料館があります。

ぜひ児島下津丼散策と瀬戸内海の夕景を楽しみ|こ児島ヘ

出かけてみてはいかがでしょうか。

(松田和也)

時刻表

羽日」 児霊駅南
8:40 8:45 9:08

9:45 9:57 10:08

101451     10:57 11:08 11:20

11:40 11:45 11:57 12:08      12:20

12:40 12:45 13:08 13:20‐

13:301     13140 13:57

15:08

15:57 16:08

16:57 17:08

14120

14:30 14:40 14:45 14:57

15130 15:40

15120

16:20

17:2016:30 16:40

17:30 17:40

昼間に楽しむのも良いのですが、ぜひ乗つて見て頂きた

いのは夕方頃の瀬戸内海に沈む夕日です。この瀬戸内に沈

む夕日を楽しむために運行されているバスが「鷲羽山夕景

鑑賞バス」で JR児島駅や周辺のホテルから乗車できます。
運行は金・土・体前日で、夕暮れ前に JR児昌駅を出発し、

出
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